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今年も
よろしくお願いいたします

ゆり姉さん
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が

２０２０夢と感動と繁栄の年へ 半世紀ぶりの東京オリンピック

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
清
清
し
く
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
村
政
、議
会
運
営
に
格
別
な
ご
理
解
と
ご
協
力
、

そ
し
て
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
５
月
に
は
新
天
皇
の
即
位
に

よ
り
、
令
和
の
時
代
が
始
ま
り
、
秋
に
は
即
位
礼
正
殿
の
儀
、

祝
賀
パ
レ
ー
ド
な
ど
、
日
本
全
体
が
お
祝
い
ム
ー
ド
溢
れ
る

一
年
で
し
た
。

　

し
か
し
一
方
、
相
次
ぐ
台
風
に
よ
り
、
自
然
災
害
が
多
く

発
生
し
た
年
と
な
り
、
特
に
台
風
19
号
で
は
、
東
日
本
の
広

範
な
地
域
に
お
い
て
、
大
雨
に
よ
る
河
川
の
決
壊
・
氾
濫
等

で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
多
く
の
方
が
犠
牲
と
な
り
ま

し
た
。
不
幸
に
も
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
見

舞
い
申
し
上
げ
、
一
日
も
早
い
復
興
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

道
内
は
、
比
較
的
穏
や
か
な
一
年
で
し
た
が
、
前
年
よ
り

ひ
と
月
も
早
く
、
９
月
19
日
に
羊
蹄
山
の
初
冠
雪
が
あ
っ
た

翌
月
に
は
夏
日
を
観
測
し
、10
月
の
最
高
気
温
が
更
新
さ
れ
、

寒
暖
差
の
激
し
い
秋
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
温
暖
化
の

影
響
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
村
に
お
い
て
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
農
業
生
産
は
、

全
般
的
に
平
年
並
み
以
上
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
が
、
販

売
環
境
で
は
出
回
り
量
の
増
加
等
か
ら
、
価
格
は
低
迷
ぎ
み

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
今
年
こ
そ
は
、
実
り
あ
る
収
穫
と

と
も
に
、
価
格
の
高
値
・
安
定
と
な
る
よ
う
心
か
ら
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
で
は
、明
る
い
話
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

日
本
で
開
催
さ
れ
た
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
、
日

本
チ
ー
ム
が
史
上
初
の
ベ
ス
ト
８
に
入
り
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
世
界
野
球W

BSC

プ
レ
ミ
ア
12
で

日
本
チ
ー
ム
が
世
界
一
に
輝
い
た
の
は
、
記
憶
に
新
し
い
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
事
業
８
年
目
に
し
て
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
応
援
大
使
に
真
狩
村
が
選
ば
れ
、
２
名
の

選
手
が
決
定
し
ま
し
た
。
今
年
の
優
勝
を
願
い
、
皆
様
と
共

に
力
い
っ
ぱ
い
応
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
夏
は
い
よ
い
よ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
マ
ラ
ソ
ン
・
競
歩
は
札
幌
市
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
よ
り
身
近
な
大
会
と
な
り
ま
す
。
本
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
を
願
う
と
と
も
に
、
参
加
す
る
全
て
の

選
手
の
活
躍
を
期
待
し
、
我
々
に
た
く
さ
ん
の
夢
と
感
動
を

与
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
に
お
い
て
は
、
４
月
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
人
３

名
と
現
職
５
名
の
８
名
体
制
で
４
年
間
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。
議
員
一
同
、
決
意
も
新
た
に
、
皆
様
と
共
に
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
全
力
を
傾

注
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
、
日
本
の
景
気
は
先
行
き
不
透
明
で
す
が
、

子(

ね)

年
は
繁
栄
の
年
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
景

気
回
復
に
期
待
を
寄
せ
な
が
ら
、
本
年
が
明
る
く
実
り
多
い

年
で
あ
り
ま
す
こ
と
と
、
村
民
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
２
年
の
新

春
を
村
民
の
皆
様
と
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
、

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

昨
冬
の
降
雪
は
例
年
よ
り
少
な
く
、
農
作
物
生
育
へ
の
影

響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
順
調
な
作

付
、
播
種
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
穏
や
か
な
気
象
の
中
、
平

年
を
上
回
る
出
来
秋
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
野
菜
価
格
が
安
価
に
推
移
し
、
一
昨
年
を
下
回

る
結
果
と
な
る
と
の
報
告
を
受
け
て
お
り
、
労
苦
が
全
て
報

わ
れ
る
年
と
は
な
ら
ず
残
念
に
思
い
ま
す
が
、
農
業
者
の
皆

さ
ん
は
じ
め
関
係
機
関
各
位
の
ご
努
力
に
敬
意
を
表
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
創
生
に
取
り
組
む
中
、
道
内
で
も
数
少
な
い

人
口
が
増
え
た
町
村
と
し
て
本
村
が
公
表
さ
れ
た
こ
と
は
、

栄
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
村
政
に
対
す
る
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
も
大
き
な
自
然
災
害
が
発
生
し
た
日
本
列
島
で
し
た

が
、
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
台
風
が
あ
い
つ
ぎ
猛
威
を
ふ

る
い
、
数
週
間
に
及
ぶ
広
域
停
電
や
１
０
０
ヶ
所
を
越
え
る

河
川
の
越
水
や
決
壊
が
起
こ
り
、
死
亡
・
不
明
者
数
も
90
名

を
超
え
、
浸
水
等
で
８
万
棟
余
り
が
家
屋
損
壊
を
受
け
る
と

い
う
、
一
昨
年
の
「
西
日
本
豪
雨
」
の
被
害
を
超
え
る
大
き

な
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

改
め
て
犠
牲
者
の
皆
様
に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
災
い
は
、
近
年
は
忘
れ
る
間
も
な
く
や
っ
て

く
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。
１
０
０
年
に
一
度
の
大
災
害
も
明

日
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
胸
に
刻
み
、
防
災
に
対
す
る
心
構

え
が
肝
要
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
て
30
年
が
経
過
し
、
当

時
は
東
西
冷
戦
の
終
結
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
新

た
に
米
中
冷
戦
の
兆
し
と
さ
さ
や
か
れ
て
お
り
、
昨
年
６
月

に
板
門
店
で
行
わ
れ
た
米
朝
首
脳
会
談
も
、
北
朝
鮮
非
核
化

へ
の
共
同
宣
言
も
出
せ
ず
、
平
和
を
願
う
私
た
ち
と
し
て
は

失
望
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
香
港
で
起
き
た
、
半
年
に
も
及
ぶ

民
主
化
デ
モ
も
い
ま
だ
終
息
を
見
ず
、
世
界
平
和
へ
の
道
の

り
は
遠
い
と
感
じ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

国
内
で
の
一
番
の
出
来
事
は
、
平
成
の
時
代
が
終
っ
て
新

元
号
の
令
和
へ
と
移
り
、
皇
太
子
徳
仁
親
王
殿
下
が
即
位
さ

れ
た
こ
と
で
す
。
秋
に
一
連
の
儀
式
が
終
了
し
ま
し
た
が
、

新
天
皇
陛
下
に
あ
っ
て
も
、
日
本
国
民
の
象
徴
と
し
て
平
和

の
た
め
、
そ
し
て
国
民
を
勇
気
づ
け
る
た
め
に
皇
室
の
任
に

あ
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
国
立
競
技
場
の
完
成
を
見
、
い
よ
い
よ
今
夏
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
年
で
あ
り
ま
す
。
半
世
紀
の
時
を
経
て

開
催
さ
れ
ま
す
が
、ご
承
知
の
通
り
日
本
は
あ
の
大
会
以
降
、

国
際
舞
台
へ
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
飛
躍
を
遂
げ
ま
し
た
。
参
加

選
手
の
皆
さ
ん
か
ら
受
け
る
感
動
と
と
も
に
、
新
し
く
生
ま

れ
る
文
化
も
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
待
望
の
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
真
狩
村
応
援

大
使
に
有
原
・
石
井
両
選
手
が
決
定
し
、
全
国
へ
向
け
本
村

の
紹
介
と
日
ハ
ム
の
優
勝
へ
導
く
応
援
を
し
て
ゆ
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
も
４
期
目
最
後
の
年
で
も
あ
り
、
笑
顔
咲
く
ふ
れ
あ
い

の
村
ま
っ
か
り
が
い
つ
ま
で
も
続
く
よ
う
、
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
２
０
２
０
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

 　　　　新春のごあいさつ      

真狩村議会議長　向井　忠幸 真狩村長　佐々木和見
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■
住
民
税
申
告
に
つ
い
て

（
申
告
期
限
は

令
和
２
年
３
月
16
日
（
月
）
ま
で
）

①
住
民
税
申
告
の
重
要
性

　

住
民
税
申
告
は
、
税
額
の
算
定

に
必
要
な
所
得
、
控
除
額
及
び
そ

の
他
の
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書

の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
、
そ
れ

ら
の
内
容
を
も
と
に
住
民
税
計
算

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

②
（
注
意
！
）
公
的
年
金
等
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
の
確
定
申
告
不

要
制
度
に
つ
い
て

　

公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
で
、
公
的
年
金
収
入
金
額

（
複
数
あ
る
場
合
は
合
計
額
）
が

４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、か
つ
、

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外

の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
場

合
は
、
所
得
税
及
び
復
興
税
の
確

定
申
告
が
不
要
と
な
り
ま
す
が
、

住
民
税
申
告
は
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
申
告
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

③
各
種
証
明
書
の
交
付

　

医
療
・
福
祉
制
度
や
公
営
住
宅

入
居
申
請
等
に
必
要
と
な
る
所
得

証
明
書
、
課
税
証
明
書
、
非
課
税

確
定
申
告
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
分
所
得
税
の
確
定
申

告
の
受
付
が
２
月
17
日
か
ら
始
ま

り
ま
す
。（
還
付
申
告
は
１
月
か

ら
税
務
署
で
受
付
し
て
い
ま
す
）

　

所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
付
は

３
月
16
日
ま
で
、
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
の
確

定
申
告
の
受
付
は
３
月
31
日
ま
で

で
す
。

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

証
明
書
、
な
ど
の
交
付
を
受
け
る

予
定
の
あ
る
方
は
、
住
民
税
申
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
未
申
告

の
場
合
は
、
証
明
書
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
）

※
確
定
申
告
、
職
場
で
の
年
末
調

整
を
行
っ
て
い
る
方
は
、
住
民
税

申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

住
民
の
皆
様
へ

住
民
税
申
告
に
必
要
な
書
類

①
令
和
元
年
中
の
収
入
を
証
明
で

き
る
も
の
（
給
与
所
得
の
源
泉
徴

収
票
、
給
与
明
細
な
ど
）

②
令
和
元
年
中
の
所
得
控
除
金
額

を
証
明
で
き
る
も
の
（
証
明
書
、

領
収
書
な
ど
）

■
法
定
調
書
の
提
出
に
つ
い
て

（
提
出
期
限
は　

令
和
２
年
１
月
31
日
（
金
）
ま
で
）

　

令
和
元
年
中
に
給
与
・
賃
金
な

ど
を
支
払
っ
た
事
業
主
の
方
は
、

支
払
先
の
住
所
、
氏
名
、
支
払
金

額
等
を
記
載
し
た
書
類
（
法
定
調

書
）
を
期
日
ま
で
に
倶
知
安
税
務

署
へ
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

事
業
主
（
法
人
・
自
営
業
・
農

家
）
の
皆
様
へ

便
利
なe-Tax

を

　
　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

e-Tax

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
、

税
務
署
に
出
か
け
る
こ
と
な
く
、

国
税
に
関
す
る
各
種
手
続
（
所
得

税
な
ど
の
申
告
、
全
税
目
の
納
税

及
び
各
種
申
請
・
届
出
等
）
を
自

宅
な
ど
か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
手
続
等
の
詳
し
い
内
容
は
、

e-Tax

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
　

税
務
課　

☎
４
５
‐
３
６
１
１

　

確
定
申
告
書
は
、「
前
年
の
申

告
書
控
え
」
や
「
確
定
申
告
の
手

引
き
」
な
ど
を
参
考
に
ご
自
分
で

作
成
し
、
お
早
め
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
倶
知
安
税
務
署

個
人
課
税
部
門
（
☎
０
１
３
６
‐

２
２
‐
１
１
９
２
）
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

※
税
務
署
の
閉
庁
日
（
土
日
祝
日

等
）
は
、
税
務
署
で
の
確
定
申
告

の
受
付
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

※
確
定
申
告
の
際
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
わ
か
る
書
類
（
通
知
カ
ー

ド
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
）

を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

（
提
出
期
限
は　

令
和
２
年
１
月
31
日
（
金
）
ま
で
）

　

令
和
元
年
中
に
給
与
・
賃
金
等

を
支
払
っ
た
事
業
主
の
方
は
、
す

べ
て
の
受
給
者
（
ア
ル
バ
イ
ト
等

含
む
）
に
つ
い
て
、「
給
与
支
払

報
告
書
（
個
人
別
明
細
書
）」
を

作
成
し
、
別
様
の
「
給
与
支
払
報

告
書
（
総
括
表
）」
を
添
え
期
日

ま
で
に
受
給
者
の
所
在
市
町
村
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
複
写
で
作
成
さ
れ
る
最

後
の
頁
の
「
給
与
所
得
の
源
泉
徴

収
票
」
を
受
給
者
へ
直
接
交
付
し

て
く
だ
さ
い
。

１月は税金の
　　　　　第４期の納期です

令和２年１月 27 日 ( 月 ) までに
　　　　　　　　　納めてください

対象となる税は

　　住民税・固定資産税

　　国民健康保険税　　です

※次の事項にご留意ください。

①一般の窓口納付の方は、納税通知書を必ず持

　参のうえ、役場出納室または納税通知書に記

　載されている金融機関で納付してください。

②口座振替の方は、振替日（１月 27 日）の　  

　前日までに残高の確認をお願いします。

★納税には便利な口座振替をご利用ください。

（役場税務課窓口で手続きができます）
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　貸借対照表は会計年度末時点において、村の資産と、その資産をどのような財源（負
債・純資産）で賄ってきたかを一目で分かるようにしたものです。左側に資産を表示
し、右側に負債及び資産と負債の差額である純資産を計上しています。
　この財務書類は真狩村普通（一般）会計です。
   ※表中、表示単位未満は四捨五入のため合計が一致しない箇所があります。

真狩村の「４つの財務書類（平成２９年度）」を公表します

貸借対照表
（バランス

シート
・ＢＳ）

資金収支
（キャッシフ
ロー）計算書
（ＣＦ）

　現金の流れを示すものです。そ
の収支を性質に応じて区分して表
示することで、村がどのような活
動に資金を必要としているかを表
示します。

期首資産残高 1 億 24 百万円

当期資金収支 △ 65 百万円

１
経常的収支

（税収、国庫支出金、人件費
 など）

1 億 37 百万円

２
投資活動収支

（公共資産整備支出、国道補
 助など）

△ 96 百万円

３ 財政活動収支
（公債借入及び償還金など） △１億 6 百万円

期末資金残高 59 百万円

純資産変動
計算書
（ＮＷ）

　村の純資産（資産から負債
を引いた残り）が平成 28 年
度中にどのように増減したか
を明らかにするものです。総
額としての純資産の変動に加

期首純資産残高 99 億 14 百万円

当期変動高 △４億 55 百万円

財源の使途
（純経常行政コストほか） △ 29 億 18 百万円

財源調達（村税、地方交
付税、国・道補助金） 24 億 63 百万円

固定資産等の変動（内部変動） －

期末純資産残高 94 億 59 百万円

資産の部（これまで積み上げてきた資産）

１固定   
資産

有 形 固
定資産

（１）事業用資産
 庁舎、学校、保育所、会館
など

46 億 17 百万円

（２）インフラ資産
 道路、公園、上下水道など

60 億 98 百万円

（３）物品
公用車、除雪機械など 1 億円

無 形 固
定資産

（１）ソフトウェア 16 百万円

（２）その他 －

投資
そ の 他
の資産

（１）投資及び出資金 49 百万円

（２）長期延滞債権 1 百万円

（３）長期貸付金 18 百万円

（４）基金等
　　  財成調整基金を除く 9 億 26 百万円

（５）その他 －

２流動
  資産

（１）現金預金
　　　　資金
　　　　歳計外現金

1 億 65 百万円
59 百万円
6 百万円

（２）未収金 7 百万円
（３）財政調整基金 4 億 52 百万円

資産合計 123 億 49 百万円

え、それがどのような財源や要因で増減したか
の情報を表示します。

負債の部（将来世代が負担する金額）

１固定
     負債

（１）地方債等 24 億 78 百万円

（２）長期未払金 －

（３）退職手当引当金 56 百万円

（４）損失補償等引当金等 －

（５）その他 17 百万円

２流動
     負債

（１）１年以内返還予定地方債等 2 億 70 百万円

（２）未払金 －

（３）未払費用 －

（４）賞与等引当金 37 百万円

（５）預り金 7 百万円

（６）その他 25 百万円

負債合計 28 億 90 百万円

純資産の部（現在までの世代が負担した金額）

純資産合計 94 億 59 百万円

負債及び純資産合計 123 億 49 百万円
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＊真狩村の平成 29 年度財政運営の総括

　①業務活動収支　　　１. ３７億円のプラス　　
　②投資活動収支　　△９６百万円（基金積立、資産形成）
　③財務活動収支　△１億６百万円（将来世代の負担の軽減）

財政運営状況

期首資産残高    1 億２４百万円
当期資金収支 　  △６５百万円

期末資金残高   １億２４百万円

行政コスト
計算書
（ＰＬ）

　村の経常的な活動に伴うコストと使用料・手数料等の収入を示すものです。従来の官庁
会計では捕捉できなかった減価償却費など非現金コストについても計上しています。経常
費用合計から経常収益合計を差引いたものが当該年度の純経常行政コストとなります。

（臨時的損失は加算し、臨時利益は減算します。）

経常費用 31 億 19 百万円

１ 人にかかるコスト
（人件費、退職手当引当金繰入など）   6 億 30 百万円

２ 物にかかるコスト
（物件費、減価償却費、維持補修費、

 その他）
12 億 28 百万円

３ 移転支出的なコスト
（他会計への支出、社会保障給付、

補助金等移転支出など）
 11 億 95 百万円

４ その他のコスト
（公債費など）   66 百万円

経常収益  2 億 1 百万円

  1 億 06 百万円

純経常行政コスト
（経常費用－経常収益） 29 億 18 百万円

●法で公表が義務付けられている４つの普通
　会計の財政健全化判断比率（H29 決算）

真狩村 早期健全化基準

実質赤字比率
（％）  0.0  15.0

連結実質赤字
比率（％）  0.0  20.0

実質公債費
比率（％）  10.3  25.0

将来負担比率
（％） 56.0 350.0

真狩村の資産と負債の状況　２つのポイント

①村民１人当たりの資産と公債残高
　資産＝ 600 万円、　公債＝ 141 万円
②道路や公園など、今までの世代で負担済分
　純資産比率【純資産 / 総資産】……７６．６％（純資産比率）
　社会資本に対する、現在までの世代がすでに負担している割合（社会資本形成の世代間比率）

　純資産比率の平均的な値は６０～７０% であり、真狩村は、すでに整備済みの資産（純資産）比率が
　やや高く、将来世代の負担が少し低くなっています。

使用料・手数料等

　村民の皆さんに村の財政状況をよりよく理解していただくため、国が推奨している「新地方公会計制度」に基
づいて、普通会計、特別会計を含めた単体ベース、一部事務組合や土地開発公社などの関連団体も含めた連結ベー
スの４つの財務書類を作成しました。財務書類の概要については下記のとおりです。

・貸借対照表　→　略称：ＢＳ (Balance Sheet)
　基準日時点における財政状況（資産・負債・純資産の残高および内訳を表示したもの。）

・行政コスト計算書（損益計算書）　→　略称：ＰＬ (Profit and Loss statement)
　－会計期間中の費用・収益の取引高を表示したもの。（現金収支を伴わない減価償却費等も費用として計上。）

・純資産変動計算書（株式資産等変動計算書）　→　略称：ＮＷ (Net Worth statement)
　－会計期間中の純資産（及びその内部構成）の変動を表示したもの。

・資金収支計算書（キャッシュ・フロー計算書）　→　略称：ＣＦ (Cash Flow statement)
　－会計期間中の現金の受払いを３つの区分で表示したもの。
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お問合せ 総務企画課企画調整係（☎ 0136-45-3613)

監
査
結
果
を
公
表
し
ま
す(

第
１
‐
２
号
）

　

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
９
項
の
規
定

に
よ
っ
て
、
令
和
元
年
度
第
２
回
定
例
監
査

の
結
果
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

　
　

令
和
元
年
10
月
31
日

　
　
　
　

真
狩
村
監
査
委
員　

印
南　

正
治

　
　
　
　
　

１
、
監
査
年
月
日　
　

　

令
和
元
年
10
月
30
日
（
１
日
間
）

２
、
監
査
場
所　

　

真
狩
村
役
場
監
査
室
及
び
現
地

３
、
監
査
の
方
法　
　

　

関
係
書
類
の
提
出
、
職
員
へ
の
聴
き
取
り

調
査
、
現
地
調
査

４
、
監
査
の
対
象

　

村
営
住
宅
並
び
に
公
営
住
宅
の
管
理
運
営

状
況
に
つ
い
て

５
、
提
出
書
類　
　

　

①
村
営
並
び
に
公
営
住
宅
管
理
台
帳

　

②
入
居
者
並
び
に
家
賃
納
入
台
帳

　

③
村
営
住
宅
配
置
図

６
、
監
査
の
結
果

　

今
回
の
監
査
は
、
村
営
住
宅
並
び
に
公

営
住
宅
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、
関
係
書

類
の
提
出
、
担
当
課
か
ら
の
聴
き
取
り
並

び
に
現
地
調
査
に
よ
り
実
施
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
お
お
む
ね
適
正
に
処
理
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

但
し
、
連
帯
保
証
人
の
死
亡
後
も
台
帳

に
は
そ
の
ま
ま
記
載
さ
れ
て
い
る
事
案
が

何
件
か
見
受
け
ら
れ
た
の
で
、
速
や
か
に

新
た
な
保
証
人
の
届
出
を
求
め
、
適
正
な

管
理
を
行
う
よ
う
望
む
。

　

ま
た
、
現
地
調
査
の
結
果
、
住
宅
周
辺

に
雑
草
や
雑
木
が
繁
茂
し
て
い
る
箇
所
が

見
受
け
ら
れ
た
の
で
、
担
当
課
に
お
い
て

入
居
者
に
環
境
整
備
を
促
す
な
ど
、
何
ら

か
の
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　

最
後
に
、
こ
の
外
に
も
、
監
査
時
に
口

頭
で
伝
え
た
意
見
及
び
指
摘
事
項
に
つ
い

て
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
改
善
す
る
よ
う

願
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　今年 10 月より始まった年金生活者支援給付金制度に便乗し、厚生労働省、日本年金機構または市区町
村の職員を名乗るものから、「年金生活者支援給付金の振込口座が使えないため、新しい口座番号、暗証
番号、マイナンバーを教えてほしい。」という不審な電話がかかってきた事例が報告されています。
　厚生労働省及び日本年金機構では、電話でこのようなことをお聞きすることはありません。電話がかかっ
てきても口座番号等の個人情報を答えることのないようにご注意ください。

年金生活者支援給付金制度に便乗した詐欺にご注意ください

2020 年農林業センサスにご協力ください

　2020 年農林業センサスを実施します。
12 月中旬以降、調査員が世帯（組織）
を訪問しますので、ご協力をお願いいた
します。
■我が国の農林業の生産構造や就職構造
の実態を明らかにすることを目的に、５
年ごとに実施する農林業に関する、最も
基本的な統計調査です。

お問合せ 住民課戸籍年金係　     （☎ 0136-45-3612)
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①　障害者控除は、別表１の障害老人の日常生活自立度がランクＡ以上又は別表２の認知症老人の日常生   
　活自立度がランクⅡ以上の方。
②　特別障害者控除は、別表１の障害老人の日常生活自立度がランクＣ以上又は別表２の認知症老人の日
　常生活自立度のランクがⅣ以上の方。

生活自立 ランクＪ
何らかの障害等を有するが、日常生活はほぼ自立しており独力で外出する
  １  交通機関等を利用して外出する
  ２  隣近所へなら外出する

準寝たきり ランクＡ
屋内での生活は概ね自立しているが、介助なしには外出しない
  １  介助により外出し、日中はほとんどベッドから離れて生活する
  ２  外出の頻度が少なく、日中も寝たり起きたりの生活をしている

寝たきり

ランクＢ

屋内での生活は何らかの介助を要し、日中もベッド上での生活が主体であるが、
座位を保つ
  １  車いすに移乗し、食事、排泄はベッドから離れて行う
  ２  介助により車いすに移乗する

ランクＣ
一日中ベッド上で過ごし、排泄、食事、着替において介助を要する
  １  自力で寝返りをうつ
  ２  自力では寝返りもうたない

ランク 判　断　基　準 見られる症状・行動の例

Ⅰ
何らかの認知症を有するが、日常生活は家庭内
及び社会的にほぼ自立している

Ⅱ
日常生活に支障を来たすような症状・行動や意
思疎通の困難さが多少見られても、誰かが注意
していれば自立できる

Ⅱ a 家庭外で上記Ⅱの状態が見られる
たびたび道に迷うとか、買物や事務、金銭管理など
それまでできたことにミスが目立つ等

Ⅱ b 家庭内でも上記Ⅱの状態が見られる
服薬管理ができない、電話の応対や訪問者との対応
など一人で留守番ができない等

Ⅲ
日常生活に支障を来たすような症状・行動や意
思疎通の困難さが見られ、介護を必要とする

Ⅲ a 日中を中心として上記Ⅲの状態が見られる

着替、食事、排便、排尿が上手にできない、時間が
かかる。やたら物を口に入れる、物を拾い集める、
徘徊、失禁、大声・奇声をあげる、火の不始末、不
潔行為、性的異常行為等

Ⅲ b 夜間を中心として上記Ⅲの状態が見られる ランクⅢａに同じ

Ⅳ
日常生活に支障を来たすような症状・行動や意
思疎通の困難さが頻繁に見られ、常に介護を必
要とする

ランクⅢａに同じ

Ｍ
著しい精神症状や問題行動あるいは重篤な身体
疾患が見られ、専門医療を必要とする

せん妄、妄想、興奮、自傷・他害等の精神症状や精
神症状に起因する問題行動が継続する状態等

■別表１　障害老人の日常生活自立度（寝たきり度）判定基準

■別表２　認知症老人の日常生活自立度判定基準

　税法上の障害者控除の対象とされる高齢者は、身体障害者手帳や療育手帳等の交付を受けている方のほか、
「寝たきり」あるいは身体障害者等に準ずる者として市町村長が認定した方とされています。

　真狩村では、住民課介護係において、障害者控除対象者認定申請の受付及び交付を行います。この障害者控
除対象者認定書を税申告の際に、税務署等の窓口に提出いただきますと税法上の障害者控除が受けられます。

  ●認定申請のできる方

◆認定は要介護認定の関係書類（主治医意見書及び訪問調査書）により行います。
◆該当すると思われる方は、役場住民課介護係（☎ 0136-45-3612）へ申請又はお問合せください。

要介護・要支援認定高齢者に対する税法上の障害者控除について

①　村内に住所を有する 65 歳以上の方。
②　令和２年１月１日以前に要介護認定を受けている方又は認定申請中の方で、関係書類が既に提出さ　
れており、その障害が把握できる方。

（①と②の両方の要件を満たしている方が申請できます。）

  ●認定の基準
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後期高齢者医療制度のお知らせ
～高額介護合算療養費及び医療費通知について～

 ■   高額介護合算療養費について

※１　世帯全員が住民税非課税で
　　区分Ⅰに該当しない方。
※２　世帯全員が住民税非課税で
　　あり、世帯全員の所得が０円（公
　　的年金収入のみの場合、その受
　　給額が 80 万円以下）、又は老
　　齢福祉年金を受給している方。

◆自己負担限度額表

　広域連合では被保険者の皆さまの医療費総額などについてお知らせする「医療費通知」を、対象期間に医療
機関等を受診した全ての被保険者の皆様へ送付しています。発送月は、９月下旬と３月上旬の年２回です。

　医療と介護の両方を利用している世帯の自己負担を軽減する制度です。
　同じ世帯の被保険者が、１年間に支払った後期高齢者医療制度と介護保険の自己負担額の合計が限度額を超
えたときは、その超えた額が後期高齢者医療制度及び介護保険から支給されます。なお、手続きには市区町村
窓口への申請が必要となります。
※後期高齢者医療制度又は介護保険の自己負担額のいずれかが０円の場合は対象となりません。
※支給額が 500 円以下の場合は支給されません。

【１年分の自己負担額の計算期間
　　　：８月１日～翌年７月 31 日】負担割合 区分 自己負担額の合計の基準額

３割 現役並み所得者
【課税所得 690 万円以上】212 万円
【課税所得 380 万円以上】141 万円
【課税所得 145 万円以上】67 万円

１割
一般 56 万円

住民税
非課税世帯

区分Ⅱ（※１） 31 万円
区分Ⅰ（※２） 19 万円

 ■   医療費通知を全受診者へ送付しています

お問合せ
　北海道後期高齢者医療広域連合（☎ 011-290-5601）
　真狩村役場住民課医療保険係　  （☎ 0136-45-3612）

※この通知は、皆様の受診状況についてお知らせするもので請求書ではありません。
※この通知は、医療費控除の申告手続きで医療費の明細書として使用することができ
ます。医療費控除の申告に関することは、税務署へお問い合わせください。

○医療費の推移が一目でわかるため、ご自身の健康状態の把握や健康管理
　に活用できます。
○健康診査など、皆様の健康保持・増進に役立つ情報が記載されています。
○診療日数等に間違いがないか確認しましょう。

【イメージ図】

◆医療費通知の活用について



9

区分 重度心身障害者 ひとり親家庭等 乳幼児等

対象者
（次の

いずれ
かに該
当する
方）

①身体障害者手帳の１級、２級又は３級
（ただし、障害の種類による）に該当する

方
②療育手帳のＡに該当する方
③精神保健福祉手帳１級に該当する方
④精神科の医師に重度の知的障害と診断
された方

①「ひとり親家庭」とは、配偶者がいない  
「母」、「父」で、次のいずれかに該当する方
・18 歳未満の子を扶養又は監護している
・18 歳以上 20 歳未満の子を扶養している
②「児童」は、次のいずれかに該当する方

・①の「母」又は「父」に扶養若しくは 
   監護されている 18 歳未満の児童

・①の「母」又は「父」に扶養されてい
   る 18 歳以上 20 歳未満の児童

中学校卒業までの乳幼児
及び児童

自己負

担額

住民税課税世帯 住民税課税世帯 本人負担はありません。
※道外の医療機関を受診
した場合、治療用装具な
どを作成した場合の医療
費及び他制度（重度、ひ
と り 親 医 療 の 受 給 者 で、
かつ、乳幼児等医療の対
象の方）は一旦、窓口で
支払ったうえで、領収書
を持参し、村へ申請を行
うと、後日支給されます。

住民税非課税世帯 住民税非課税世帯

受給者
証区分

１割負担
月額上限額　外来のみ 18,000 円

「親課」 （年間上限額 :144,000 円）
入院あり　57,600 円

受給者
証区分

「親初」

初診時一部負担金のみ
医科 :580 円　歯科 :510 円　
柔整 :270 円　

受給者
証区分

「障課」
「老課＊」

１割負担
月額上限額　外来のみ 18,000 円

（年間上限額 :144,000 円）
入院あり　57,600 円

受給者
証区分

「障初」
「老初」

初診時一部負担金のみ
医科 :580 円　歯科 :510 円　
柔整 :270 円　

＊「老課」については、後期高齢者医療制度における現役並み所得者のみ対象になります。
＊真狩村に住所を有しており、かつ各健康保険に加入している方が対象になります。（一部特例者を除く）
＊重度心身障害者及びひとり親家庭等医療費助成事業は、一定以上の所得がある世帯に属している場合は対象となりません。（乳
　幼児等医療費助成事業は、所得要件はありません。）
＊本事業の助成対象外は、入院時の食事療養標準負担額及び生活療養標準負担額、大病院へ紹介状なしで初診診療を受けた場合
　の保険外併用療養費、差額のベッド代、病衣などの保険対象外の費用となります。
＊訪問看護療養費の基本利用料（療養費の１割）の月額上限額は、住民税非課税世帯 8,000 円、課税世帯 18,000 円です。
＊特定医療費（指定難病、特定疾患医療）、小児慢性特定疾病医療、自立支援医療など、他の公費制度で助成を受けることがで
　きる方は、その公費制度を優先使用していただきます。
＊ひとり親家庭等の、「母」又は「父」の医療費の助成範囲は、入院及び指定訪問看護に係る医療費のみに限られます。

医療費助成のお知らせ 　真狩村では、次の区分に該当する方の医療費を助成しています。　

お問合せ 住民課医療保険係（☎ 0136-45-3612)

留意点

　

我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る

択
捉
島
、
国
後
島
、
色
丹
島
及

び
歯
舞
群
島
か
ら
な
る
北
方
四

島
の
早
期
返
還
の
実
現
は
、
道

民
は
も
と
よ
り
国
民
の
長
年
に

わ
た
る
悲
願
で
す
。

　

北
海
道
で
は
、
２
月
７
日
の

「
北
方
領
土
の
日
」
を
中
心
に

１
月
21
日
か
ら
２
月
20
日
の
１

か
月
間
を
特
別
啓
発
期
間
と
し

て
設
定
し
、
１
日
も
早
い
北
方

領
土
問
題
解
決
の
た
め
、日
々
、

署
名
運
動
や
啓
発
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
返
還
要
求
運

動
へ
の
道
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
平
成
30
年
度
北
方
領
土
に
関

す
る
標
語
・
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

最
優
秀
賞
作
品
】

　　

返
還
へ世

代
を
越
え
てつ

な
ぐ
声

北
方
領
土
の
日

特
別
啓
発
期
間
に
つ
い
て

　

村
民
の
防
災
に
対
す
る
意
識

向
上
に
向
け
た
取
組
の
一
環
と

し
て
、
10
月
31
日
に
実
施
さ
れ

た
、
真
狩
村
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
の
「
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」

に
て
、「
わ
か
め
ご
は
ん
」
50

人
前
を
来
場
者
に
試
食
提
供
し

ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
「
予
想
以
上

に
美
味
し
い
」、「
手
軽
に
準
備

し
て
食
べ
ら
れ
る
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
、
被
災
時
に
避

難
所
で
ど
の
よ
う
な
食
事
が
提

供
さ
れ
る
か
な
ど
を
想
定
し
た

訓
練
に
な
り
ま
し
た
。

防
災
食
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た

お問合せ 総務企画課総務係（☎ 0136-45-3610)
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　自衛官を募集します

募集種目 受験資格 受付期間 試験期日

自衛官候補生
（第６回）

男子 採用予定月の１日現在、
18 歳以上 33 歳未満の者

令和元年 12 月 12 日
～令和２年１月 20 日

令和２年１月 24 日・25 日

女子 令和２年１月 25 日

予備自補

採用予定月の１日現在、
18 歳以上 34 歳未満の者

令和２年１月６日
～令和２年４月 10 日

令和２年４月 18 日・19 日
採用予定月の１日現在、

18 歳以上で国家免許資格等を
有する者

お問合せ 倶知安地域事務所（☎ 0136-23-3540)

私
た
ち
が
、

あ
な
た
の
地
区
の

民
生
委
員
で
す

　

今
年
度
は
民
生
委
員
の
３
年
ご

と
の
改
選
期
に
あ
た
り
、
12
月
１

日
付
で
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
10
人
の
民
生
委
員
と
担
当
地

区
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
民
生
委
員
は
、
村
の
民
生
委
員

推
薦
会
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、
厚
生

労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
児
童

委
員
を
兼
ね
て
い
ま
す
。
主
任
児

童
委
員
は
、
児
童
福
祉
に
関
す
る

こ
と
を
専
門
的
に
担
当
す
る
よ
う

指
名
を
受
け
て
い
ま
す
。

■
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任

児
童
委
員
は
子
育
て
・
福
祉
に
関

す
る
相
談
相
手
で
す
。
民
生
委
員

法
に
よ
り
守
秘
義
務
が
あ
り
、
相

談
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

民
生
委
員
っ
て
ど
ん
な
人
？

こ
ん
な
相
談
は
お
気
軽
に

＊
子
育
て
の
不
安
・
し
つ
け
の
悩

み
、
親
子
関
係
、
仲
間
づ
く
り
の

悩
み

＊
経
済
的
な
困
窮
、
生
活
福
祉
資

金
や
そ
の
他
の
援
護
制
度
の
手
続

＊
高
齢
者
の
見
守
り
や
福
祉
サ
ー

ビ
ス
、
介
護
保
険
制
度

＊
障
が
い
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や

自
立
支
援
な
ど

光、共明、泉、美原
真狩 1班

長船　定一
（民生委員協議会副会長）
錦 1・2・3・4・13 班

佐長　得幸

橘　　伸也

真狩 5・7・8・9・
10・13 班

久保田 美子

真狩 2・3・4・6・16 班
横山 かおり

社、富里、錦 8班
大西　正則

錦 5・6・7・9・11・
12・14 班

清水　貴則
主任児童委員・全村

山崎　秀一

主任児童委員・全村
漆原 千鶴子

見晴、緑岡、桜川、旭
真狩 12 班

（民生委員協議会会長）
豊川、加野、神里
川崎、真狩 14・15 班

合田　浩二
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村
の
除
雪
作
業
は
、
村
が
管
理
す
る

道
路
（
村
道
）、
通
路
、
駐
車
場
等
を
、

村
の
除
雪
車
と
委
託
業
者
の
除
雪
車
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
除
雪
車
の
出
動
に

つ
い
て
は
、
明
け
方
の
降
雪
量
10
セ
ン

チ
が
目
安
と
な
り
ま
す
。
雪
質
お
よ
び

雪
が
降
り
続
い
て
い
る
と
き
な
ど
は
、

安
全
か
つ
効
果
的
に
作
業
を
進
め
る
た

め
、
す
ぐ
に
出
動
し
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
通
常
、
前
日
の
日
中
か
ら
夜
間

に
降
っ
た
雪
の
除
雪
作
業
は
翌
朝
か
ら

実
施
し
、
通
勤
・
通
学
時
間
ま
で
に
は

除
雪
を
終
え
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す

が
、
状
況
に
よ
っ
て
は
間
に
合
わ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
吹
雪
、
暴
風
雪
警
報
・
注

意
報
の
発
令
中
お
よ
び
夜
間
」
の
除
雪

は
、
作
業
安
全
上
、
原
則
的
に
は
出
動

し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

除雪のお願い
　今年も雪の季節となりました。村では安全・安心な冬道対策として、万全
の除雪体制をとって除雪作業を進めています。除雪作業をより効率的・効果
的に行うため、皆さまのご理解とご協力をお願いします。

お問合せ 建設課管理係（☎ 0136-45-3617)

村
か
ら
の
お
願
い
で
す

●
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
最
大
の
障

害
と
な
り
ま
す
。
た
っ
た
１
台
の
駐
車

で
作
業
が
遅
れ
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
早
朝
の
除
雪
作
業
に
ご
理
解
く
だ
さ
い

　

朝
の
通
勤
・
通
学
路
等
を
確
保
す
る

た
め
、
早
朝
の
限
ら
れ
た
時
間
内
で
除

雪
作
業
を
行
い
ま
す
。
除
雪
車
の
エ
ン

ジ
ン
音
や
振
動
等
で
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

●
む
や
み
に
道
路
へ
雪
を
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い

　

路
上
に
除
雪
作
業
の
支
障
と
な
る
よ

う
な
大
量
の
雪
が
押
し
出
さ
れ
て
い
た

り
、
作
業
後
の
道
路
に
再
び
雪
が
押
し

出
さ
れ
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
作
業
後
に
雪
を
出
す
と
、
道
路
が

凸
凹
に
な
っ
た
り
道
幅
が
狭
く
な
っ
た

り
、
緊
急
車
両
等
の
通
行
の
支
障
と
な

り
ま
す
。
雪
を
捨
て
る
と
き
は
、
村
指

定
の
雪
捨
て
場
に
運
ん
で
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
除
雪
作
業
中
の
車
両
に
近
づ

く
と
大
変
危
険
で
す
の
で
、
除
雪
中
の

雪
出
し
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

※
雪
捨
て
場　

真
狩
村
字
光
26
番
地
４

　

年
末
年
始
は
お
歳
暮
や
お
年
賀
な
ど
、

何
か
と
贈
り
物
や
お
祝
い
事
を
す
る
機
会

の
多
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
機
会
に
皆
様
に
改
め
て

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
の
が
、
き
れ
い
な

政
治
、お
金
の
か
か
ら
な
い
政
治
の
実
現
、

選
挙
の
公
正
の
確
保
を
目
指
す
「
三
な
い

運
動
」（
贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、
受
け

取
ら
な
い
）
で
す
。

　

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や
物

を
送
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
有
権
者
が
政

治
家
に
贈
り
物
を
求
め
る
こ
と
も
、
公
職

選
挙
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
寄
附
禁
止
の

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
い
選
挙
を
実
現

し
ま
し
ょ
う
。　

※その他の禁止行為もあります。詳しくは、総務省ホームページなるほど選挙「寄附の禁止」をご覧ください。

政治家の寄附は禁止！
有権者が政治家に寄附を求めることも禁止！

http://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/naruhodo/naruhodo08.html
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　国土交通省北海道開発局主催の「わが村
は美しく－北海道運動」コンクールで、真
狩高校が後志管内初となる大賞を受賞しま
した。11 月 11 日に札幌市で授賞式が行わ
れ、生徒代表らが出席しました。
　野菜スイーツの開発において、栽培から
商品開発、販売まで一貫した流れを高校生
が主体となって行う取組が高く評価されま
した。授賞式の後、活動報告を生徒会長の
筒井涼花さん（３年）らが行い、堂々とし
た発表ぶりに、出席者の方々が大変感心さ
れていたそうです。
　また、日本能率協会と北海道経済連合会
主催の「道産食材使用パフェコンテスト」
では、工藤すみれさんと舩木奏音さんの２
年生コンビが応募総数 76 点の中から大賞
に選ばれ、考案した「和風じゃがいもモン
ブランパフェ」が 11 月 23 日から札幌市
の雪印パーラー本店で販売されています。
　栗の代わりに、じゃがいもを使ったモン
ブランにいももちをトッピングした北海道
らしいパフェは、12 月末まで販売される
予定です。

　真狩村に来て初めての冬を迎え、寒さと雪に戸惑いながら、冬の
羊蹄山（なかなか拝めませんが）の美しさに感動しています！
　先日倶知安町で開催された、後志エリアの観光セミナーに行って
きました。協力隊として後志の観光について幅広い知識を学ぶのが
大きな目的でした。
　参加してみると、なんと「アーロン ジェミエソンさん」の講演
があるじゃないですか！ラッキー！！
　広報誌の前々号でも触れさせていただきましたが、現在真狩村の
ＰＲ動画を悪戦苦闘しながら制作しております。（汗）構成や編集
を進めるうえで、参考にさせていただいている動画があるのです
が、それがアーロンさんの作品なのです。
　彼は、オーストラリア出身で倶知安町在住のフォトグラファーで
す。倶知安町のＰＲ動画やニセコエリアのフリーペーパーを制作し
たり、今年 10 月に倶知安町で開催されたＧ 20 観光大臣会合のＰ
Ｒ動画も作った素晴らしいクリエイターです。
　制作にあたっての考え方や撮影の方法など、とても勉強になりま
したが、なにより名刺を交換させていただき、技術的なことをアド
バイスいただけたことが嬉しかったです♪
　今後の作業の励みになる、貴重な研修となりました。

地域おこし協力隊

活動報告

今月の担当：篠原

  真狩高校生が大活躍～Ｗ受賞おめでとうございます！
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今
年
度
の
4
～
9
月
の
入
込

数
は
、
平
成
30
年
度
上
半
期
と

比
較
し
て
、
約
４
万
４
千
人
少

な
い
50
万
６
千
人
と
な
り
ま
し

た
。

　

要
因
と
し
て
、
道
の
駅
、
た

か
し
像
、
横
内
観
光
農
園
の
利

用
者
が
前
年
よ
り
も
下
回
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
キ
ャ
ン
プ
場
や
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
、
村
内
宿
泊
施
設
の

利
用
者
は
、
増
加
傾
向
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
今
後
も
観
光
協
会

や
商
工
会
、道
の
駅
と
連
携
し
、

観
光
Ｐ
Ｒ
や
関
連
イ
ベ
ン
ト
の

支
援
な
ど
を
と
お
し
て
、
よ
り

一
層
の
観
光
客
誘
致
に
取
り
組

み
ま
す
。

　北海道日本ハムファイターズの選手が、道内各
市町村の応援大使として１年間活動する「北海道
179 市町村応援大使」。10 年間、毎年 18 市町村
にそれぞれ複数の選手を応援大使に任命する壮大
なプロジェクトです。
　このたび、11 月 24 日 ( 日 ) に札幌ドームで開
催された「ファイターズファンフェスティバル
2019」にて、2020 年の応援大使の選手が決定し
ました。
　応援大使の抽選は、真狩野球少年団のキャプテ
ン、佐伯眞之介くん（真小６年）が、ティーバッ
ティングをし、打ったボールを拾った選手が応援
大使に決まるという趣向で行われ、真狩村は有原
航平投手と石井一成選手に決定しました。
　有原投手は今年の最多勝利投手、右投げ左打ち
の内野手、石井選手はバッターとしても活躍が期
待されます。
　2020 年１月～ 12 月までの１年間、２選手に
は真狩村の応援大使として、村のＰＲや地域活性
化など様々な取り組みにご尽力いただきます。
　今後の予定については、随時ホームページや広
報などでお知らせいたしますので楽しみにお待ち
ください。

  北海道日本ハムファイターズの選手が真狩村の応援大使に！

令和元年度上半期（4～ 9月）
観光施設等入込数は “50 万６千人”

暴風雪による災害への備え
　

暴
風
雪
は
、
発
達
し
た
低
気
圧
が
北

海
道
付
近
を
通
過
す
る
時
や
冬
型
の
気

圧
配
置
で
季
節
風
が
強
ま
る
時
な
ど
に

発
生
し
ま
す
。
ま
た
、
石
狩
・
空
知
・

後
志
地
方
で
は
、
石
狩
湾
付
近
に
小
さ

な
低
気
圧
が
発
生
し
た
際
に
局
地
的
に

暴
風
雪
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

暴
風
雪
に
よ
る
災
害
で
は
、
猛
ふ
ぶ

き
に
よ
る
視
界
不
良
や
吹
き
溜
ま
り
で

の
車
の
立
ち
往
生
、
車
内
で
の
一
酸
化

炭
素
中
毒
、
低
体
温
症
、
飛
散
物
等
に

よ
る
け
が
、
停
電
な
ど
の
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

最
新
の
気
象
情
報
や
雪
の
状
況
を
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
に
よ
り
確
認
し
、
暴
風
雪
が
予
想

さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
外
出
は
控
え
ま

し
ょ
う
。
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まっかりみらい会議

　令和元年度第１回まっかりみらい会議を行いま
した。テーマは「むらの魅力について」。
　約 20 名の参加者が４グループに分かれ意見を
出し合い、自然・食・観光・イベント等の分野で、
真狩村の持つ魅力について確認しました。　
　次回会議では、今回出た意見および魅力を活か
したまちづくりについて議論を深めます。

成年後見制度についての講演会11／６

　村社会福祉協議会と村生活サポートセンター主
催の「成年後見制度に関する講演会」で、リーガ
ルサポートさっぽろの司法書士の方による成年後
見制度をテーマにした寸劇と、講演会が行われま
した。成年後見制度とは、認知症などにより判断
能力が十分ではない方の生活を支援し、権利と財
産を守る制度ですが、寸劇による説明はわかりや
すかったと参加者から好評でした。

11 ／ 11

自治功労者表彰11／３

　村政に寄与し、その功績が顕著であった方を表
彰する真狩村自治功労者表彰式が、交流プラザで
行われ、真狩議会議員として村の発展に貢献され
た板敷伊佐夫さん（字真狩）と、印南正治さん（字
光）、並びに真狩村代表監査委員として行政運営
にご尽力された近藤　充さん（字真狩）が表彰さ
れました。

歌って！演じて！
御保内保育所・小学校学芸会

　御保内小学校の学芸会が御保内小学校体育館にて
行われ、地域の皆さんが観覧に駆けつけました。
　子どもたちは、全校スローガン「努力している姿
をかっこよく披露しよう」を合言葉に、器楽演奏や
演技に一生懸命取り組んでいました。
　今年も、御保内へき地保育所の発表会が合同で行
われ、踊りや歌で、可愛らしい姿を見せてくれてま
した。

11 ／ 17
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赤い羽根共同募金11／ 18

　今年も 10 月から、赤い羽根共同募金運動が始
まりました。各学校でも募金活動に取り組み、こ
の日は真狩小学校児童会により集められた寄付金
が、村共同募金委員会へと渡されました。
　この募金は、北海道共同募金会を通じて、地域
福祉の推進を図る社会福祉活動へ助成されること
となります。

真狩村ホームページ
（http://www.vill.makkari.lg.jp/）

から、クリックして
ご覧ください。

村の話題を毎日お伝えします！
小さな村の日記帳・真狩村ブログ

防災無線の放送内容など暮らしの情報
真狩村 Facebook ページ

100 歳おめでとうございます

　大正８年生まれの池田チセさんが 100 歳を迎えられ、
佐々木村長がご自宅を訪問し、お祝い金とお花を贈呈しま
した。
　ご自宅には内閣総理大臣からのお祝い状や、たくさん
のお花が届いており、ピンク色のちゃんちゃんこと帽子
を身に着けた池田さんはとても嬉しそうでした。
　帽子が大きすぎ、ご自身が手縫いでサイズを直された
とのことで、とてもお元気な様子でした。
　これからも健やかにお過ごしください。

12 ／ 10

真狩中で文化庁音楽劇11／ 20

　文化庁による「文化芸術による子ども育成事業
－巡回公演」が真狩中学校で行われ、「東京演劇
アンサンブル」の皆さんが音楽劇を披露してくれ
ました。海賊船を舞台に新しい生き方を求め、大
海原に漕ぎ出す乗組員たちの物語に、生徒は歌や
乗組員役で参加するなど本物の演劇に触れ、生き
生きとした表情を見せてくれました。

まっかり給食週間11／ 20 ～ 22

　今年も、真狩産の食材をたっぷりの
「まっかり給食週間」を行いました。
　生産者、村内各店舗のご協力のおか
げで、３日間とも真狩産食材の使用率
は 90％を越えました。



16

　子どもたちの読書活動推進委員会（山上ゆかり委員長）主催による真
狩村読書推進月間が、11 月８日（金）から 12 月６日（金）の約一ヶ月
間、開催されました。
　期間中は、絵本作家講演会実行委員会が主催した真珠まりこさん講演
会にちなんで、「もったいないばあさん」や、「おべんとうバス」などの
代表作を展示した真珠まりこ展や、子どもの本の専門出版社「金の星社」
創立 100 周年を記念した展示、来年の東京オリンピック開催を祝して
スポーツに関する展示、ちくちょきくらぶ展、食育展などの特別展示の
ほか、11 月８日の初日には、子ども映画上映会として「グリンチ」の
上映が行われました。
　11 月 28 日の第 39 回読書まつりでは、おなじみの「チャレンジ！本
のクイズ」や本のしおりづくり、おはなしポテトのみなさんによる読み
聞かせ、マジシャン「たっち」さんによる楽器を使った楽しいマジック
ショーのほか、わたあめづくりや各イベントに真狩高校生もボランティ
アとして協力していただき、集まった子どもたちは大いに楽しみました。
　企画・運営を行った推進委員をはじめ、ボランティアとして協力いた
だいた高校生や村民の方など、多くの皆様のご支援により大盛況のうち
に終了しました。

読書推進月間 2019　大盛況！

【年末年始 休館及び休止のお知らせ】
《真狩村公民館》　　　　　　12 月 31 日（火）～１月５日（日）
《高校体育館一般開放》　　　 １月４日（土） ※12 月 28 日（土）は開放いたします。

　絵本作家講演会実行委員会（山上ゆかり委員長）主催による、絵本作家真珠まりこさんの講演会が、「真珠
まりこえほんライブ」と題して、11 月２日（土）に公民館にて開催されました。
　真珠まりこさんは「もったいないばあさん」シリーズや「おべんとうバス」、「おたからパン」などの絵本で
有名な絵本作家で、日本全国はもちろん海外でも講演会を行うなど精力的に活躍されています。
　今回の講演会は、毎年９月に読書活動推進委員会が中心となって行っているフリーマーケットの収益金を活
用し実現しました。
　会場には村内外から 217 名の方に来場していただき、絵本の読み聞かせや「もったいないばあさん」音頭
など子どもが楽しめる内容のほか、大人向けのお話もしていただくなど、子どもも大人も楽しめる講演会とな
りました。
　最後には真珠さんのサイン会も行われ、会場内で購入した真珠さんの作品を片手に多くの方が行列をつくっ
てサインをもらっていました。

絵本作家　真珠まりこさんの講演会が開催されました！
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◆◇◆　文　芸　◆◇◆
「チンギス紀【6】断金」 　　北方謙三
「卒業タイムリミット」 　　辻堂ゆめ
「暗約領域 11　新宿鮫Ⅺ」　  大沢在昌
「グランメゾン東京（上）」　 黒岩勉 / 百瀬しのぶ
「桃源」 　　　　　　　　　 黒川博行
「風間教場」 　　　　　  長岡弘樹

◇◆◇　絵本・児童書　◇◆◇
「ねんねしたらサンタさん」   ひらぎみつえ
「なんだろうなんだろう」       ヨシタケシンスケ
「ムーンヒルズ魔法宝石店 3」あんびるやすこ
「おしょうがつバス」 　　   藤本ともひこ
「いろいろクリスマスツリー」おおでゆかこ
「ラブレター」 　　　　　　 ヒグチユウコ
「はじめてのずかん きょうりゅう」瀧靖之 / 小林快次
「ラガーにゃん（1）」 　　  そにしけんじ

◆◇◆　その 他　◆◇◆
「今こそ、韓国に謝ろう

―そして、「さらば」と言おう」百田尚樹
「生き抜くチカラ」 　　　   為末大
「反日種族主義」  　　　　　　　李栄薫
「天気予報 - 天気予報を見るのが楽しくなる」

　　　　　　　　　　　　　　  ニュートンプレス
「「繊細さん」の本」 　　　   武田友紀
「農業高校へ行こう！」 　全国農業高校学校長協会
「ちょっと待て！自治基本条例」 村田春樹

◆◆図書室の新しい本◆◆

　刺しゅう作家の主人公 佐知が母親と住む古
い洋館には、佐知の友人 雪乃と、雪乃の会社
の後輩 多恵美の４人が暮らしています。佐知
の家に長く仕える老人や、多恵美をストーカー
する元彼、内装職人の梶さんやミイラまで出て
くるこのお話は、４人のちょっとワケありな日
常生活の悲喜こもごもが描かれています。同じ
家に住み、一緒にごはんを食べて、家族じゃな
いけど家族みたいな女４人のかしましくもほほ
えましい関係に、こんな風に同居生活ができた
ら楽しいかもと思えました。

詳しくは、公民館図書室にある

新着本リストをご覧ください！

■開館　火～日曜日
　　　　午前９時～午後９時
■貸出　１人１０冊、１４日間
※図書室に係が不在時は、教育
委員会事務室へお越しください。

　11 月２日に真珠まりこさんの講演会が行われ、
総勢 217 名の方にご参加いただきました。親子
連れからファンの方まで、遠くから来て下さる方
も多く、大変にぎわっていました！
　販売した真珠さんの本もたくさん売れ、講演会
終了後、約２時間にわたってサイン会が行われま
したが、休みなくひたすらサインを書いている真
珠さんの姿を見て、その集中力に驚かされました。
　その後、真珠さんとボランティアのみなさんで
懇親会を行い、外国に行った時のことや、本を作
る時のことなど、とても熱く語ってくださり、大
変有意義な時間を過ごすことができました。
　また、「ケチ」にはなくて「もったいない」に
あるのは「愛情」だと話され、なるほど～と感じ
させられました。私も家のものをなかなか捨てら
れないのは、愛情があるからなのでしょうか。( 笑 )

インターネットを無料で利用できる

パソコンを 1 台設置しています。

調べものなどにご活用ください。

　　 おすすめの本

「あの家に暮らす

「荒城に白百合ありて」須賀しのぶ
　薩摩藩士の岡本伊織は、俊才で
あったが新たな世への期待を抱きき
れずにいた。そんな中、安政の大地
震の際に、燃え盛る江戸のまちをひ
とりさまよい歩く美しい少女を見つ
けた。「彼女は自分と同じこの世に
馴染めぬいきものである」と悟った
伊織。魂から二人は惹かれ合うが、
幕末という「世界の終わり」が着実
に近づいていた。

「なんでもモッテルさん」
竹下文子【文】

アヤ井アキコ【絵】
　「たいせつなもの」ってなんです
か？モッテルさん一家はお金持ち。
　美術品や宝石、おもちゃでいっぱ
いのお屋敷にすんでいました。とこ
ろがある日、おおあらしがやってく
る。「お金で買えない大切なもの」
とは ･･･。

公 民 館 図 書 室 だ よ り

三浦しをん

四人の女」
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こんにちは！保健係です

冬の肥満対策について

肥満とは ･･･
　日本では、BMI25 以上を肥満としています。BMI とは、身長と体重から計算された肥満度を示す体格指数の
ことで、18.5 ～ 24.9 が、もっとも健康でいられる BMI です。
【BMI ＝体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）】で求められます。自分の BMI を計算し、肥満度を確かめて
みましょう。

　　なぜ、体重が増えるのか

エネルギー消費量の内訳
●基礎代謝量（約６０％）
　生命を維持するために使われるエネルギー
●活動代謝量（約３０％）
　身体活動や運動で使われるエネルギー
●食事誘発性熱産生（約１０％）
　食後、栄養素を吸収して体熱が上がることで代
　謝量が増えた分使われるエネルギー

　エネルギー摂取量がエネルギー消費量を上回ると、体重は増えます。「あの人は自分より食べているのに何
で自分よりやせているのだろう？」という疑問の答えは、エネルギー消費量の差にあったのです。
　基礎代謝量と食事誘発性熱産生は自分で大幅に変えることは難しいですが、活動代謝量は自分の努力次第で
大幅に増やすことができます。

７０００kcal で
　１kg 増える

体 重

　　食事のポイント

　ほかの世代に比べて風疹の抗体価が低い男性（昭和 37 年４月２日～昭和 54 年４月１日生まれ）の
うち、今年度は昭和 47 年４月２日～昭和 54 年４月１日生まれの方に抗体検査・予防接種の無料クー
ポン券を送付しています。今年度のクーポン券の期限は令和２年２月 29日となっておりますので、早
めに検査を受けましょう。
　転入や紛失の際の再発行や、希望があれば昭和 46 年以前にお生まれの方への発行も行っております
ので、役場住民課保健係（☎ 0136-45-3612）までご連絡ください。

風疹の抗体検査・予防接種はお済みですか？

１日３食、規則正しく食べる
朝食を抜く、夜中に食事をすると
いった不規則な食習慣は、内臓脂
肪蓄積の原因になります。朝食を
しっかりとると、日中の食欲が抑
えられます。

ゆっくりよく噛んで食べる
食べ始めてから満腹感を感じるま
でに約 20 分かかるため、ゆっく
り食べることで食べすぎの防止に
つながります。よく噛むと、食事
誘発性熱産生も増えます。

記録をつけてみる
体重と食べたものの記録をつけて
みましょう。何が体重増加につな
がっていたのかが見えてきます。
頻度の高いものを控えると、減量
は成功しやすくなります。　
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発信★子育て支援情報

子育て支援センターゆうゆうの様子

◆時間
　月～金曜日（年末年始、祝日を除く）
　・あそびのひろば　10：00 ～ 16：00
　・子育て相談　　　 8：45 ～ 17：30
◆場所　真狩村字真狩 49-1
◆連絡先　TEL45-2181　FAX45-3528
     e-mail sien_yuyu@vill.makkari.lg.jp

真狩村地域子育て支援センター「ゆうゆう」

◎子育て講座「お母さんが知っておいたほうがいい母乳育児」
日時：令和２年１月 24 日（金）１０時～１１時３０分予定
場所：真狩村保健福祉センター
対象：真狩村に在住する乳幼児をもつ子育て家庭

◆これからの予定◆

　それほど多い雪ではなかった 11 月が過ぎ、12 月に入ると雪の量が増え、あっという間に白一色になりまし
た。支援センターでは、雪道にもかかわらずたくさんの親子が利用し楽しく過ごしてくれました。
　異年齢の子に興味を持って関わる子や年下の子に玩具を貸したり、面倒を見てくれたりとほほえましい様子
が伺えました。これからも寒い日はありますが、是非子育て支援センターに遊びに来て下さい。

●子育てメモ　おもちゃであそぼう　

「デュシマピラミッド」（対象年齢：０歳～）

（デュシマ社）　

　お座りができ、自由に手が使えるようになっ
て、色々な動きができるようになると、子どもた
ちの探索遊びが活発になります。出したり、入れ
たり、並べたり、重ねたり、様々な遊びが繰り広
げられる楽しい玩具です。

みやにしたつや　作 （アリス館）

　あかちゃんの覚えやすい言葉のひとつが「ばい
ばい」です。ねこ、ぶた、たこ、かえる、ありな
どのいろいろな動物が出てきて「いってきまー
す」「ばいばい」の表現を繰り返し楽しめるあか
ちゃんのおてて絵本です。

●おすすめ絵本　

「ばいばい　いってきまーす」（対象年齢：４歳～）

＊詳細は、ゆうゆうへ
お問い合わせください。
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日 に ち：令和元年 12 月 30 日（月）～令和２年１月３日（金）
医 療 機 関：ＪＡ北海道厚生連倶知安厚生病院
診療受付時間：午前９時から午後５時まで（緊急は 24 時間）
診 療 内 容：通常の日当直体制のほかに、小児科・整形外科が下記の対応となります。
　　　　　　　※小児科：小児科専門医師が対応（24 時間体制）
　　　　　　　※整形外科：整形外科専門医師が対応（24 時間体制）
　　　　　　　※ほか緊急時：専門科医師オンコール体制（24 時間）

■年末年始の救急当番病院

Ｑ　建物を取り壊した場合、登記はどうするの？

Ａ　建物を取り壊した場合、「建物の滅失登記」が必要になります。
　「建物の滅失登記」とは、法務局に登記されている建物が、焼失、取壊し又は倒壊によって滅失した場合に、
法務局に登記してある建物の表示の登記を抹消し、登記記録を閉鎖するための登記です。
　「建物の滅失登記」は、申請する義務があり、決められた様式の申請書に不動産の表示内容を記載し、申請
することにより法務局が処理を開始します。
　申請しない限り、存在しない建物の登記が残ったままになってしまいます。
　皆様は、ご自身が所有する住宅、倉庫、物置等の不動産がどのような状態で登記されているか、又は登記さ
れていないのかご存じですか？
　皆様の大切な不動産の登記状況を把握し、建物の滅失した事由を調査し、法務局に皆様の代理人となり登記
を申請できる専門家は土地家屋調査士だけです。
　建物の滅失かも ･･･ と思ったらお近くの土地家屋調査士又は札幌土地家屋調査士会にご相談してください。

■お問合せ先：札幌法務局倶知安支局☎０１３６－２２－０２３２
　（ホームページ）http://houmukyoku.moj.go.jp/sapporo
　札幌土地家屋調査士会☎０１１－２７１－４５９３
　（ホームページ）http://www.saccho.com/

登記・相続に関するＱ＆Ａ

◆第１０回「建物を取り壊した場合、登記はどうするの？」

真
狩
消
防
署
よ
り

～
年
末
年
始
の
火
災
予
防
に
つ
い
て

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
迎
え
る
年
末
・
年
始
は
休
日
が
多
く
、
家
を

留
守
に
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
無
火
災
で
年

末
・
年
始
を
迎
え
る
た
め
に
も
、
左
記
の
点
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

①
ス
ト
ー
ブ
等
、
暖
房
器
具
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。	

　

・
周
囲
に
可
燃
物
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
ス
ト
ー
ブ
へ
給
油
す
る
時
は
必
ず
火
を
消
し
て
か
ら

実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
誤
給
油
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
薪
ス
ト
ー
ブ
は
煙
突
清
掃
を
必
ず
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

②
子
ど
も
の
火
遊
び
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。	

③
仏
壇
や
神
棚
の
ロ
ー
ソ
ク
の
火
は
そ
の
都
度
消
し
ま

し
ょ
う
。

④
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
・
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
バ
ッ
テ
リ
ー
寿
命
は
８
～
10

年
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

警
報
器
に
着
い
て
い
る
紐
を
引
く
か
ボ
タ
ン
を
押
し

て
、
作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

バ
ッ
テ
リ
ー
が
切
れ
て
い
る
場
合
は
、
早
期
に
交
換

し
ま
し
ょ
う
。	

　

切
れ
て
い
る
場
合
は
、
早
期
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

※
万
が
一
、
火
災
が
発
生
し
た
際
は
、
落
ち
着
い
て

１
１
９
番
へ
通
報
し
て
下
さ
い
!!

　

羊
蹄
山
ろ
く
消
防
組
合
消
防
署
真
狩
支
署

☎
０
１
３
６-

４
５-

２
３
１
９

問
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し
く
は
関
係
機
関
に

お
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合
せ
く
だ
さ
い
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イ
ヌ
施
策
広
域
相
談
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す

　

道
で
は
、
ア
イ
ヌ
生
活
相
談
員

の
所
在
し
な
い
市
町
村
に
暮
ら
す

ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
を
対
象
に
、
子

弟
の
教
育
や
文
化
の
保
存
伝
承
、

生
活
と
雇
用
の
安
定
と
い
っ
た
ア

イ
ヌ
施
策
全
般
に
わ
た
る
相
談
を

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
週
刊
求
人
情
報
誌

休
刊
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
１
月
６
日
に
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
シ
ス
テ
ム
が
変
わ
り
、

よ
り
多
く
の
求
職
者
の
方
々
に
よ

り
詳
し
い
求
人
情
報
や
事
業
者
情

報
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
週
刊
求
人
情

報
誌
を
作
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

変
更
が
必
要
に
な
る
た
め
、「
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
情
報
誌
」
は
、

令
和
２
年
１
月
10
日
号
よ
り
し
ば

ら
く
の
間
休
刊
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
休
刊
の
間
は
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

や
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
窓
口
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
倶
知
安

☎
０
１
３
６
‐
２
２
‐
０
２
４
８

問

お
受
け
し
て
い
ま
す
。

■
事
業
の
開
始
時
期

令
和
元
年
12
月
９
日
（
月
）
か
ら

■
相
談
受
付
時
間

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

※
祝
日
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日

を
除
く

■
広
域
相
談
員
の
配
置
場
所

公
益
社
団
法
人
北
海
道
ア
イ
ヌ
協

会
内
（
札
幌
市
中
央
区
北
２
条
西

７
丁
目
１
か
で
る
２
・
７ 

七
階
）

■
相
談
の
方
法

広
域
相
談
員
２
名
を
配
置
し
、
面

談
、
電
話
等
に
よ
る
相
談
を
実
施

電
話
相
談
等
の
内
容
な
ど
に
よ
り

出
張
相
談
に
も
対
応

■
電
話
番
号
及
び
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

☎
０
８
０
０
‐
８
０
０
‐
２
３
７
８

kouikisoud
an

@
ain

u-assn
.

or.jp

役
立
て
る
た
め
、
令
和
２
・
３
年

度
の
「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」
を
募

集
し
ま
す
。

■
依
頼
期
間

令
和
２
年
４
月
～
令
和
４
年
３
月

■
依
頼
内
容

・
国
有
林
や
森
林
・
林
業
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答

・
モ
ニ
タ
ー
会
議
・
現
地
見
学
会

へ
の
出
席

・
現
地
見
学
会
へ
の
参
加

■
応
募
資
格

北
海
道
に
お
住
ま
い
で
、
国
有
林

に
関
心
の
あ
る
満
20
歳
以
上
（
令

和
２
年
４
月
１
日
時
点
）
の
方

■
募
集
期
限

令
和
２
年
２
月
21
日
（
金
）
必
着

■
応
募
方
法

①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
②
性
別
③

住
所
④
郵
便
番
号
⑤
年
齢
⑥
職
業

⑦
電
話
番
号
⑧
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

⑨
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
知
っ
た
き

っ
か
け
⑩
応
募
理
由
（
１
０
０
字

程
度
）
を
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
。

■
選
考
結
果

令
和
２
年
３
月
末
ま
で
に
依
頼
状

の
発
送
を
も
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

札
幌
市
中
央
区
宮
の
森
３
条
７

丁
目
70
番

林
野
庁
北
海
道
森
林
管
理
局
企
画

課
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当

☎
０
１
１
‐
６
２
２
‐
５
１
９
４

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

林
野
庁
北
海
道
森
林
管
理
局
で

は
、
国
民
の
皆
様
に
国
有
林
の
役

割
や
現
状
を
ご
理
解
い
た
だ
く
と

と
も
に
国
民
の
幅
広
い
意
見
を
把

握
し
、
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に

　本村の姉妹都市である観音寺市との交流を目的に、毎年小学生の図画・習字を交換し、
双方にて展示会を実施しています。
　今年は市内３小学校より、児童による数十点の作品と、観音寺小学生が海外の子ども
たちと制作した「アートマイル国際交流壁画共同制作プロジェクト」による、大型絵画
３点を、次の日程で本村にて展示する予定ですので、ぜひご覧ください。
　なお、真狩小及び御保内小児童の作品については、観音寺市図書館や市内の小学校等
において、１月中旬から３月上旬まで展示される予定です。　

香川県観音寺市 （旧大野原町）

小学生との図画 ・習字交流展開催

○展示期間　
　　①大型絵画３点（※公民館に常設展示）
　　　令和 2 年 1 月 15 日（水）～ 3 月 4 日（水）
　　②観音寺市小学生の作品展示
　　　令和２年 2 月 13 日（木）～ 3 月 4 日（水）
○展示会場　真狩村公民館
  ※真狩小・御保内小においては②の作品のみ
　   1 月 15 日（水）～ 2 月 11 日（火）の期間で巡回展示
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●この印刷物は、環境に配慮して、印刷には植物油インキを使用しています。

こんにちはよろしく いつまでもお幸せに   世帯と人口ご冥福をお祈りします
前月末比

（12 月 13 日現在 ）

しりべし弁護士相談センター

行政への苦情は行政相談委員へ
　行政とのパイプ役を務めておりますので、行政に対す
る苦情や要望、困っていることなどがございましたら、
お気軽にご相談ください。
                     真狩村行政相談委員  遠藤美也子

真狩村字真狩 44 番地 37（TEL45―2764）
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も
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後志地域のみなさんの法律相談をお受けします
   １月の相談日程

８日（水）・15 日（水）・22 日（水）・29 日（水）
   ２月の相談日程

５日（水）・12 日（水）・19 日（水）・26 日（水）
　○事前予約制　
　○予約受付　平日午前 10 時～午後４時
　○電話　0135（62）8373

世帯　    ９６９戸 ( +３)

人口　２，０７６人( +９)

（男）    １，０３９人( +７)

（女）    １，０３７人( +２)

真　狩　佐長　文雄
               11/27 （ 94歳）

ご利用ください
ようてい地域消費生活相談窓口

相談専用電話 0136 - 44 - 1600
平日   午前８時 40 分～午後５時 15 分

悪徳商法や商品の安全性などのご相談に
専門相談員が対応します。お気軽にご相
談ください。（従来どおり役場総務企画
課総務係でも相談できます。）

撮影・二階堂茂樹さん

真　狩　　兼子　　響
　10/ 18（拓也）

真　狩　　プリケット弥那オフィリア
11/10（ルークダグラス）

　社　　　大町　みつき

　　　　　　　11/12（ 徹 ）

　光　　　金丸　　主
11/28（将樹）

真狩村　武藤　誠　  
11/22

愛別町　半沢　奈央美


